教師用指導資料（裏）

写真やビデオを撮る場合には、相手に「許可を得る」ことが必要！
もちろん、配布する場合も同様です
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●便利だけど、使い方には気をつけよう！
カメラつき携帯電話の普及により、いつでもどこでも写真が撮れ、プロフやブログに掲載することが簡単にできるようになりました。他人の写真を無断で撮影する行為は、肖像権を侵害すること（撮影された本人が親告した場合）になるとともに、心に深い傷を負わせてしまう場合もあります。肖像権とは、自分の顔や姿を勝手に撮影されたり、公表されたりしないように主張できる権利のことで、写真を撮影する場合は、相手に許可を得て迷惑をかけない（嫌な思いをさせない）ように配慮することがマナーです。もし、撮影した写真をブログなどに載せる場合は、トラブルを防止するために撮影の許可とは別に公開の許可を得ることも必要です。
●もう少し詳しく勉強しよう！　
　　
	【今日のポイント】
	【肖像権に関わるトラブルへの対処方法】

	・カメラやビデオで撮影する場合は、マナーとして必ず相手に許可を得ること。
・撮影した写真や映像を公開する場合は、目的や利用場所などを伝えて、相手に理解してもらってから使用すること。
	・無断で撮影されたものによって嫌な思いをする場合は、保護者や先生に相談すること。


★印：授業で学んだこと





肖像権とは、本人の承諾なしに無断で写真やビデオカメラに撮られたり、それらを無断で公表したり、利用されたりすることのできないように、主張できる権利のことをいいます。（★）
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「新聞やテレビに個人の写真や映像が出ているのは？？？」


有名人以外でも、「人格権」の一部としての肖像権は、アーティストやタレントに限らず誰にでも認められる権利です。ただし、社会的反響が大きい事件やニュースなどでは個人の肖像が無許諾で使用されることがあります。これは肖像権よりも公に報道することの方が優越的利益があるためで、肖像権はありますが、本人に許可を取らずに報道することが認められています。�　日本には、肖像権に関して規定された明確な法律の条文はありません。その為、ケースによって裁判で争う場合もあるのです。一般人の場合、裁判までいくのはごく一部であり、あとは、裁判にかかる時間・手間などの損失などとの損得計算になってくるため、裁判せずにあきらめてしまうケースも多くあります。








